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スピーディなサービス

わずl‘̀／自動中継テレタイ`プ
送金や振込みのご依頼をうけてか

らわずか2分後には もう先さま

の口座に入金いたしております。
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野村証券

銀行と証券がつ〈った

新しい信託銀行．I

本 店束京都中央区日本橋1-1

電話代表 (272) 7 3 1 I 

沢の鶴株式会社
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記
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
多
か
っ
た
が
、
そ
こ
は
若
々
し
い
エ

A,9,'▽ 
．．． 
合
回
は
特
集
「
戦
後
終
焉
期
、

愁パ
99,9、
2

,

＇，

応災、

▽
,
.
9
・
第
十
六
回
大
学
祭
の
最
終
日
。
ネ
ル
ギ
ー
で
乗
り
切
っ
た
。

摩

t:‘,

ぶ
炉
，
・
5
5

ニ
ッ
ボ
ン
」
と
と
，
り
く
ん
だ
。

天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
園
遊
会
も
無
事
発
行
委
員
十
五
名
の
う
ち
、
十
一

じ
＇
五
年
程
前
ま
で
に
は
、
戦
争
で
焼

令
、
ぃ
埓

r,:，ふ

名
が
一
｀
、
二
年
生
で
占
め
ら
れ
て
お

ふ
＇
げ
ま
し
で
ね
、
と
い
う
大
人
連
の
会
｝
終
了
し
、
ま
ず
ま
ず
の
好
評
で
あ
っ

5.,9い＇が、9

り
、
9
そ
の
沸
騰
す
る
若
い
エ
ネ
ル
ギ

た
。
し
か
し
一
寸
気
に
か
か
っ
た
こ

[
／
で
｛
話
を
よ
く
耳
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

匹
ぃ
'
,
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
が
戦
争
が
あ

S

と
が
あ
る
。
当
日
講
堂
で
行
わ
れ
た
ー
で
展
望
の
タ
ー
ビ
ン
は
力
強
く
ま

臼崎
、
れ
ば
戦
後
は
あ
る
。
戦
後
二
十
年
。
映
画
「
二
十
オ
の
恋
」
の
盛
況
に
比
わ
り
つ
づ
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

似，＇5
＂
r

、
べ
、
安
東
氏
の
講
演
の
聴
衆
の
少
な
▽
…
”
期
待
さ
れ
る
人
間
像
“
に
対

灯
戦
争
を
知
ら
な
い
我
々
に
と
っ
て

応ゞ＇・’

さ
で
あ
る
。
何
か
、
大
学
祭
を
象
徴
し
企
画
宣
伝
し
た
”
期
待
さ
れ
る
学

ぷ

i

戦
争
は
何
を
意
味
し
、
我
i

々
は
そ
こ

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
生
像
“
に
多
数
の
応
募
を
戴
き
ま
し

ぺ

J

か
ら
何
を
学
び
と
る
の
か
。

た
が
趣
旨
が
ゆ
き
と
ど
か
ず
没
に
な

\
，
▽

t
•西
欧
諸
国
に
と
っ
て
、
た
だ
の
大
学
祭
に
は
二
つ
の
核
が
あ
る
。

が`99r;'g'し
ビ

っ
た
。
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

―
つ
が
講
演
の
聴
講
者
で
あ
り
、
他

9
,
”
ひ
が
じ
II

に
な
っ
て
し
ま
っ
た

方
が
映
画
を
見
に
来
る
人
々
で
あ
る
。
小
説
、
詩
に
も
多
数
の
応
募
が
あ

”
き
ょ
く
と
う
“

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
泥
だ
ら
け
の
闘
い
。
展
望
は
後
者
の
核
を
前
者
の
核
に
結
り
乍
ら
一
、
二
篇
し
か
掲
載
で
き
ず

.ì
 

南
朝
鮮
人
民
の
激
し
い
抵
抗
：
．
。
ヴ
び
つ
け
、
引
含
よ
せ
る
連
絡
糸
の
役
残
念
。
次
号
へ
の
力
作
を
待
っ
。
未

来
を
叫
ぶ
激
し
い
論
争
を
／
．
明
日

＇
エ
ト
ナ
ム
の
炎
は
ア
メ
リ
カ
の
日
毎
を
担
い
た
い
。

．

ヽ

ヽ

っ
て
▽
…
こ
こ
数
年
展
望
の
た
め
に
涙
ぐ
の
文
化
は
我
々
の
手
で
／
．
今
ほ
ど

]
の
北
爆
に
よ
っ
て
、
我
々
に
と、

.

、

、

、

、

、

ま
し
い
努
力
を
し
て
ぎ
た
諸
先
輩
か
，
こ
の
言
葉
が
実
質
化
す
る
必
要
が
感

日
常
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
、

4

で
は
な
か
ろ
う
か
。
南
ヴ
江
ト
ナ
ム
・
t
i

ら
、
新
鮮
で
生
ぎ
生
き
し
た
含
？
）
．
じ
ら
れ
る
時
は
な
い
。
諸
君
等
の
批

二
年
生
に
今
春
か
ら
、
バ
ト
ン
が
渡
さ
評
と
意
見
を
仰
ぎ
た
い
。

へ
の
出
動
命
令
を
拒
否
し
た
米
兵
を
、

れ
た
。
は
じ
め
て
、
自
分
達
で
編
集
、

我
々
は
驚
き
の
目
を
も
っ
て
み
は
し
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岩 波□:現代法
序
論
ー
問
題
の
展
望
、

]
現
代
法
の
問
題
状
況

一

国

家

法

体

系

の

変

動

と

問

題

小

林

直

樹

ニ
近
代
市
民
法
の
変
動
と
問
題
彗
紐
麟
畔
紐
渡
辺
洋
―
―
―

―
―
―
社
会
法
の
展
開
と
現
代
法
京
都
大
学
法
学
部
教
授
片
岡
昇

11
現
代
に
お
け
る
法
と
社
会

一
現
代
法
と
階
級
学
習
院
大
学
法
学
部
教
授
宮
島
尚
史

ニ

現

代

の

法

意

識

東

北

大

学

法

学

部

教

授

広

中

俊

雄

1

1

一
法
と
道
徳
の
現
代
的
交
渉
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
恒
藤
武
二

m
国
際
社
会
に
お
け
る
法
変
動

一
現
代
国
際
社
会
の
特
質
．

二
国
際
法
の
新
展
開

東
京
大
学
法
学
部
教
授
吉
向
野
雄
一

京
都
大
学
法
学
部
助
教
授
＋
＾
寿
ご
堂
鼎
サ

今
日
の
法
体
系
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い
現
代
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て

大
き
な
転
回
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
近
代
市
民
法
の
組
織
や
技
術
を

受
け
つ
ぎ
な
が
ら
、
め
ざ
ま
し
い
変
貌
を
示
す
現
代
法
の
諸
分
野

は
、
過
去
か
ら
の
流
れ
を
体
系
的
に
把
握
し
な
い
限
り
容
易
に
は

理
解
し
が
た
い
。
本
巻
は
こ
の
た
め
に
、
国
家
公
法
・
私
法
・
社
会

法
の
変
動
、
お
よ
び
国
際
法
の
当
面
す
る
基
本
問
題
を
展
望
し
、

あ
わ
せ
て
実
定
法
と
階
級
・
意
識
・
道
徳
な
ど
と
の
連
関
を
考
察
し

て
、
現
代
法
の
総
合
的
な
理
解
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
1
回
米
発
売

第
1

拳
競
代
法
の
腹
開
林

直

〈
編
集
〉
東
京
大
学
法
学
部
教
授
小
J

樹

③
現
代
の
立
法

④
現
代
の
行
政

⑤
現
代
の
裁
判

⑥
現
代
の
法
律
家

⑦
現
代
法
と
経
済

⑧
現
代
法
と
市
民

⑨
現
代
法
と
企
業

⑩
現
代
法
と
労
働

⑪
現
代
法
と
刑
罰

⑫
現
代
法
と
国
際
社
会

⑬
現
代
法
の
思
想

⑭
外
国
法
と
日
本
法

⑮
現
代
法
学
の
方
法

定
価

■全
15巻
の
構
成
と
編
集
責
任
者

①
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小
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直
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②

現

代

法

と

国

家
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政
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蓼
沼
謙
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野
竜
一
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一

井

上

茂

伊
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正

己

碧
海
純
一

A
5
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本
文
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三
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毎
月
1
冊
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日
刊
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第

2
回
／
7
月
10
日
発
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第

2
巻
／
現
代
法
と
国
家
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